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１．はじめに 

 自治体向け非識別加工情報の提供については、自治体からの
問合せは少数だが増加傾向。 
 

 これから市場が立ち上がるものと思われる。 

1 現状 

立ち上げ期 

   本格的な活用期 
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２．民間事業者の声 

 自治体が保有する非識別加工データが入手可能であれば、
マーケティングなどに活用したい。 

 
 自治体がどのような分野のデータを保有しているのか具体的に
知りたい。 

 
 非識別加工データの粒度は細かい方が活用範囲が広がる。 

 
 入手した非識別加工データを利用する際に、「個人の再特定」に
該当しないように意識する必要がある。 

 
 各自治体から個別にデータを取得するのではなく、将来的には
共同機関などを通じてワンストップでデータを取得できるとよい。 

 

2 
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３．日立のIoTプラットフォーム「Lumada」 
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お客様と協創して、 
データ入手、加工、分析、活用方法のご提案まで一括で行う 
データを核としたIoTプラットフォーム「Lumada」を提供 
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民間の活用事例（購買履歴情報（ID-POSデータ＊1）を利用した加工・分析サービス） 
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＊1 匿名化された個人（ID）に対して、POS（Point-of-Sales）情報 
    をひも付け、個人の購買履歴を把握できるようにしたデータ。  

３．日立のIoTプラットフォーム「Lumada」 

民間では、加工・分析したデータを活か
したマーケティング支援事業が立ち上がっ
ており、今後、これらの利用ニーズは高ま
ることが予想される。 
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【参考】 自治体データの活用の可能性 
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データレイク：職能経験、特技など 

検索（マッチング）機能 

ボランティア 
地域相談員など 

高齢者 主に若年世帯 

大工経験者 

子育て豊富 
見守り機能 

課金機能 予約機能 

SNS機能 

音声入力機能 翻訳機能 

シルバーコミュニケーションポータルサイト 
職能経験、 
特技など登録 

予約 

職能経験、 
特技 

予約 

農業経験者 

介護施設 

自治体 

保険会社 

高齢者と若い世代の交流を促進する官民連携のシルバーコミュニケーション基盤 

自治体データを活用することで、エリアを限定した 
きめ細かいマーケティングとサービスの企画・運営支援が可能 

非識別加工情報 
（自治体の保有する介護・年金・住基データ等） 


